
● この計画について

● 子どもと子育てをとりまく環境の変化

● 計画の基本理念

第2期 富士見町子ども・子育て支援事業計画を策定しました

地域全体で寄り添い子どもの “生きる力” を育むまち

（令和２年度～令和６年度 ）

　町では、平成27年度に「富士見町子ども・子育て支援事業計画」（平成27～令和元年度）を定め、幼児
期の教育・保育、地域の子育て支援を充実させてきました。この計画の成果や近年の社会的な変化を踏ま
え、このたび計画の第２期を策定し、さらなる支援の充実を図ってまいります。
　この計画は、令和２年度から令和６年度までの５年間、０歳から概ね11歳までの子どもとその家庭を対
象とした、教育・保育をはじめとするさまざまな施策を記載しています。計画全編は町ホームページなどで
公開されていますが、ここでは概要をお示しします。

　富士見町は少子高齢化が進んでおり、18歳未満の
子どものいる世帯も減少傾向が続いていますが、そ
のうち核家族世帯の割合は増えています（平成27年
に853世帯、全世帯の70.2％）。
　またフルタイムで就業する母親の割合も増えてお
り、５年前と比較すると未就学児の母親は33.7％か
ら37.1％に、小学生の母親は35.1％から51.7％に増
加しています（右図）。

　経済成長の鈍化や高度情報化といった社会情勢の
中では、子どもには自分の力で生きていく主体性を
身に付けて欲しいという期待も益々高まっています。

　子どもと子育てをとりまく環境を踏まえ、この計画では地域で活動する多様な関係者の皆さまとの
連携や、住民一人ひとりの協力を得て、子育て家庭の負担や不安を和らげ、一人の子どもが生まれ成長
する過程を総合的に支援する施策を推し進めます。
　またその中で、子どもに地域の自然や社会に触れる多様な機会を提供し、自ら考え行動する主体性
を育むと共に、郷土に誇りを持ち、未来を創る担い手としての可能性を伸ばせるよう支えます。
　本計画はこの考えを「地域全体で寄り添い、子どもの“生きる力”を育むまち」という基本理念とし
て掲げ、この考えのもとに子育て環境を支えるための各種施策を展開します。

内側：平成25年度（N=362）
外側：平成30年度（N=283）

内側：平成25年度（N=97）
外側：平成30年度（N=82）
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新型コロナウイルス感染が疑われる場合は…

ま

● 計画の施策と主な事業

基本目標 1 子どもを健やかに産み育てる環境づくり

基本目標2 家庭の子育て力向上と子育て家庭への支援の充実

基本目標3 子どもの主体性を引き出す体験・教育の推進

施策 ①

施策 ②

施策 ③

施策 ①

施策 ②

施策 ①

施策 ②

施策 ③

ホームページは
こちらから

　計画ではこのほか、町立保育園（５園）で受け入れることのできる子どもの数をはじめ、一時預かりや放課後児童クラブなど
さまざまな支援事業で対応する利用者数の将来予測を見込み、これに対応できる環境を整えることを定めています。

計画についての詳しい内容等については、町ホームページをご覧いただくか、
担当までお問い合わせください。
　 子ども課 子ども支援係　☎６２－９２３７　Eメール kodomoshien@town.fujimi.lg.jp問
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